
平成 28 年度  第 4回理事会                      

 

場所：谷野呉山病院 

日時：8 月 8 日(月) 19:00～   

出席：田村、松岡、島津、作田、丸本、吉波、橋爪、谷口、松本、森、桐山、齋藤、古澤、

浅生、小倉 

 

〈報告事項〉 

１． 29 年度作業療法推進モデル事業「学校生活支援事業での作業療法普及の取り組み」 

－採用の方向で協会担当理事と士会担当渡邊氏（富山医療福祉専門学校）で内容を詰め

て行く。 

２．熊本地震災害支援活動 7月 16 日の派遣をもって終了。『復興リハビリテ ーションセ

ンター』の活動に移行。 

３．7月 19 日リハビリテーション専門職協議会 

－役員の交代。会長は島倉氏から堀尾氏（新 PT士会会長）に。 

7月1日よりホームページでの介護予防事業への派遣要請開始、今のところ要請は無い。

拠出金の振込。研修会は 11 月 3 日サンシップにて開催。 

４．精神保健福祉大会長表彰－開澤氏（国立病院機構北陸病院）推薦。 

５．7月 24 日作業療法体験会－参加者 36 名（保護者 2 名含む）。北日本新聞、富山新聞に

記事掲載。 

６．7月 30 日発達障害部会研修会－参加者 87 名（学校教員 46 名、福祉関係者 10名） 

７．7月 16 日基礎医学部会研修会－参加者 80 名 

８．7月 23 日南砺市民病院での MTDLP 事例検討会－参加者 20 名（医師含む） 

９．7月 27 日八尾総合病院にて認知症初期集中支援チームについて研修会―斎藤理事が 

 講師。リハビリスタッフと近隣地域包括支援センター職員が参加。八尾総合病院安本氏 

 を推進委員とする。 

10．教育部－8月 6日基礎共通研修会 31 名参加。これでテーマ１～８は終了。今後は地区 

 別の事例検討会。11月 13 日現職者共通研修会－身障領域、滑川市交流プラザ。 

11．10 月 23 日身障部会研修会－定員 80 名、とやまサンシップ。 

12．県士会で行う研修会の自動申し込み受付のシステム－ホームページ担当塚田氏が

google の機能を使って整備。各部会等でアカウントをもつ。 

 

〈検討事項〉 

１．地域リハビリテーション活動支援事業講師派遣実績報告書 

 各病院や広域支援センターでも支援事業は行っているが、今回作成の報告書は、リハビ 

リテーション専門職協議会経由のものについて使用する。病院、広域支援センターの活 



動は理事会で情報を得て、スキルアップに生かしていく。様式は橋爪理事案で使用し、

必要に応じ修正していく。 

２．理事、監事用名刺 

 県士会のロゴマーク、キャッチコピーを入れ、一人 50 枚作成。見積をとる。 

３．県士会ニュースへの提案 

 県士会全体または県士会員の活動や動向がわかる内容を入れる(例：委員会、部会の紹介、

県士会として力を入れている取り組み)。写真のカラー化などで見やすい体裁にする。 

 今後、担当理事が広報部会と予算等もふまえて企画調整していく。 

                                      

  

 

 

 

 

 

 

 

 


